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Nano-second pulse laser in Pr:DC-WPFGF at 638nm wavelength using SESAM 
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1. はじめに 

可視光を直接発振するパルスファイバレー

ザーは多くない。我々は希土類元素の一つであ

る Pr をフッ化物ファイバのコアにドープした

ダブルクラッド構造を有する Pr ドープ耐候性

フッ化物ファイバ（Pr:DC-WPFGF）を開発し

ている。Pr:DC-WPFGFは可視域に赤（637 nm 

帯）、橙（605nm 帯）、緑（523nm 帯）、青（482nm 

帯）の 4つの蛍光波長帯域を有しており、理想

的な可視レーザー媒質である[1,2]。次なる研究

領域として、可視光レーザーのパルス化は必須

の課題である。可飽和吸収体として半導体可飽

和吸収ミラー（SESAM）はピコ秒の応答速度

を持つことが知られており、Pr:YLF を用いた

可視域ピコ秒パルスレーザー発振が報告され

ている[3]。本発表では SESAMを可飽和吸収体

として用いた波長 638 nm 帯における

Pr:DC-WPFGF レーザーのナノ秒 Q スイッチ

パルス発生について報告する。 

 

2. 実験 

 SESAM を用いた Pr:DC-WPFGF パルスレー

ザー発振実験系を Fig. 1 に示す。Pr:DC-WPFGF

の励起光入射側端面に HR コートを施し、出射

側上に SESAM を設けることで共振器を構成

した。励起源には定格出力 1.6 W、442 nm の

GaN 半導体レーザー（NICHIA Corp.）を用い

た。SESAMの非飽和時の反射率は 97%であり、

ヒートシンクに設置している。SESAM表面上

の強度を高めるため焦点距離 11.0 mm のコリ

メートレンズおよび焦点距離 7.5 mmの集光レ

ンズのレンズペアを用い集光を行った。またレ

ンズペア内に石英基盤（透過波面精度λ/10）

を配置することで出力を得る構成をとる。 

 

3. 結果 

 レーザー発振閾値は 158.7 mWであり、パル

ス動作閾値は 217.3 mWであることを確認した。

観測されたQスイッチパルス列をFig. 2に示す。

平均出力およびパルス半値幅、パルス繰り返し

周波数はそれぞれ 0.85 mW、360 ns、205 kHz

であった。この時のパルスエネルギーおよびパ

ルスピークパワーはそれぞれ 3.22 nJ、8.94 mW

と見積もられた。 
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Fig. 2. Red Q-switched laser pulse generation. 

 

4. まとめ 

 SESAMを用い Pr:DC-WPFGFの 638 nm帯域

においてナノ秒パルスレーザー発振を確認し

た。今後はモードロック動作による超短パルス

発生を検証する。 
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Fig. 1. Experimental setup for Pr:WPFGF 

visible pulse laser oscillator. 
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